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研究成果

はヒめに

膏森県西北部に位援する浬軽堆積盆認は、いわゆるグリーンタフ5互に罵し、主に

新第三系からなる堆犠杓が厚さ数千メートルにわたっ集積している。この溜軽盆地

では、古くから鴻散の存在が記設されており、答諸探鉱企業を中ゃに Lて、数多く

の石油地震学的調査がなされてきた。また、昭和 59年には濯軽盆地の中心認に当

たる海去に基礎試錐「西淳軽沖Jが掘削され、布j由楳捺岩と許留岩の能力を宥する

地壌の分布が確認さilた。基礎試錐の謂査に比較して、誌上での調査は物理探誌、

表理地質調査に欝っており、地生学課査が不十分なため、路城での譲渡岩調驚は十

分に行われていない。

本研究は、基礎試錐「西漆軽沖」で根諜岩麓カ有りと評僅された中新統の大童子

層、赤石君、舞欝と再選準の泥質岩を、津軽盆地全域にわたり調査 Lて、地化学

むより根源岩評揮を行うこと、及びその結果を歌詞j吉田地域の摂潔岩の分析

結果と比較・検討することを目的とする。

持祈試務

今田分析した試料は、;章軽堆積金地内では、小泊、金木、浅虫、大鰐等各地から

した 69個、及び盆地西南部の諮ヶ訳(中村川流域}一帯で集中的に謀集した

3多額の新第三紀混質岩である{図 1、表 1)。さちに、比較のために、男鹿半島

の西黒沢灘一蕗本署の泥質岩?器も分析した〈表 1)。

今回の分軒結果だけでは、津軽設地全体の十分な議論ができないため、すでに聾

されている文献中の資料も軒用し、今回の分析結果と総合して検討した。引用し

た資料は、基礎試錐「高津軽沖J (石油公団、 198ぢ〉、鯵ヶ沢(往々木・山本、

1986)、蟹毘{田口ほか、 1970)、五所JII票{氏家・細谷、 198ぢ)、

弘前(氏家、 1ヲ8ラ)、大鶏 (Ujiie、1ヲ86)の各地竣のものである

(図 1)。以下の討論の中で利用する、西遠軽沖、蟹田、五所m療、弘前、大鰐の

タについては、一つ一つ引用を断わらないが、すべてよ記論文からの引用であ

る。

また、津軽盆地全体の地質層序がまだ稽立されていないために、同一名の地腐を

地域により異なる君準に対比するなどの混乱が1)る{たとえば、表 1における小治、

麓田両地域に分布する塩越謹 }φ 本報告では、饗序、対比については上記論文のも

のをそのまま諮襲した。

骨折弁注

( 1 )元楽分軒、ビトリナイトの反封率、プロトンー核磁気共場

元素分軒、ゼトワナイトの長前端、アロトンー核議気共鳴を灘定するために、詫

質岩試軒ょっ、以下の方法で不活性有機物ケロジェンを分離した e

ちむグラムの泥質岩を 100メシュ以下に粉砕する。その斡末を、ちトJ H C 1、

10~ HCl十 46% HF， ~aBH4で-そ九ぞれ廷理し、炭酸塩、珪酸塩、
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乃各涼杓を卒、除去する。その後、 l、-1-ジオキサンを用いて、可溶性有

機物とチューメンを除去 L、ケロジェンを分離する。

分離 Lたケロジェンl之、柳本製作所製MT-3型CHNコーダーで、炭素、水素、

を測定 Lた。酸素の含有量は、全体から炭素、水索、議紫及び灰分を

し引いた残震として求めた。

ケロジェンに合まれるピトリナイトの反射率は、菅国石油株式会社技指研究所に

おいて、平井 (1976)の方法に基づき測定された。

プロトンー按議気共鳴の漫j定辻、北海道大学工学蔀核礎気共鳴装護請究室におい

て、秋山谷氏家(1ヲ85)の方法に基づき認定された。

ピトリナイトの反射率とプロトンー該惑気共喝の分訴は、懇ヶ沢地域の試料につ

いてのみ台許した。

( 2) 1::'ジュアルケ岱ジェン分析

今国新たに、ご.ジュアルケヮジヱン分者を行ったので、その分析方法を以下に記

す。

在韓く砕き、 48メシュょっ糧く、米粒大より小さい程度のものを分析試

料とする。その試料をち 10グラム秤量し、 5N HClと10N HCl 十

46% 討 Fで無機拡物を溶解、除去する。処理に当たっては、あまり強く撹伴し

てはいけない。この薬品処理を何回か繰り返した後、溶けさらない残査岩石片を取

り除き、述心分離して沈殿を回収する。沈殿に水を注ぎ懸濁液とし、そこに分散剤

のパニレックス RNを少量加える。遠心分離を繰り返し、よく水洗いした沈殿にオく

を加え、撹伴する。その懸掲譲をラ滴ほどスライドグラスょに置き、むらなく志げ

た後、ホットプレート上で水を蒸発させ、カバーグラスをかける φ

完成したプレパラートを、生物頭数鏡下2、000器程度で鎮祭し、 200去の

ポイントヌ?ウンター法により、ケロジェンの組或き求める。

さらに詳しいピジュアルケ口ジェン分析法については 平井 (1980)、鳴崎

(1986)安参摂されたい。

ヒ'ジュアルケ口ジェン分析法については、その分析法の確立に多くの時間が費や

されたため、今出は謬ヶ沢と男箆半島の試脅しか分析できなかった。

分析結果任討論

今四分析した泥質岩試料は、いわゆる「硬質頁岩Jとか「黒色頁岩Jと呼ばれ、

広く石油根源岩とみなされてきたものである。これら泥質岩試料に含まれる有機物

の量、型、熱成度から、津軽金地における石油根源岩の評価を、以下に行う。

まず、試料に合まれる有機物の量を、津軽盆地全体で見ると表2になる。有機炭

素量、ケ口ジェン合有景、ピチューメン含有量を、直接比較することは困難である

が、一般的にみて、西津軽沖の田野沢層一舞戸層、鰭ヶ沢の葬右溜一大秋題、弘前

の大和沢噂が、高い値を示している また 男麗半島の船m漕では、特に高い桂が

認められる。

一療には、石論摂漉岩は、有機茨素を 1%以上含台とされており、脊積物の含脊

量からみると、 の詑費岩は石油祭漂岩と評揮してよいで3うろう

5 
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次に、;尼質岩に含まれるケロジェシの型をみる。今回分析 Lたケ百ジニシの炭素、

水素、酸素の含有量を、 Van Kreve enダイヤグラムにプロットすると

図2になる。津軽盆地の大部分のケロジェンは、 11型か11 1型に属すが、赤石層の

下部が1-11型に、大童子層が11型に属す。男鹿半島のケロジェンは、 11型を示す

ものが多い。今までに報告のあった資料も加えて、表3に、/曹序表上でのケロジェ

ンの型の分布を示す。

表3で明らかなように、津軽盆地では大部分の地層が111型かII-III型のケロジ

ェンを含む。このことは、津軽盆地の全地域、全層準にわたり、陸性高等植物起源

の有機物の寄与が優勢であったことを示している。これらの有機物は、石油の生成

には適していないものである。

しかし、西浬軽沖と鯵ヶ沢の大童子層-赤石j曹のケロジェンは、 1-1 1型を示し

ている。これは、藻類や花紛、胞子、プランクトン、バクテリア起源のケロジェン

を示唆し、大童子署-赤石層が石油根源岩と Lでかなり良好な地層であることを示

している。

ビジュアルケロジェン分析の結果を三角ダイヤグラムにプロットしたものが図3

である。この図からは、無定形質 (amorphous)のものが、草本質 (he

rbaceous)や木部質一石炭質 (woody-coa!y)のものに比べ、

一般に高い含有量を示す。無定形質ケロジェンは石油生成ポテンシャルが最も高く、

図3からは、大童子層と赤石層が男鹿半島の地層に匹敵する石油生成能力を持つこ

とが推測される。 層序に従い連続的にビ.ジュアルケロジェン分析をおこなった鯵

ヶ沢において、層序とケロジェン組成の関係をみた(図4)。明らかに大童子層か

ら赤石層下部にかけて無定形質が多くなり、この層準で石油生成能力の高いことを

示している。これは、 Van Krevelenダイヤグラムからの推定(図 2、

表3)と極めてよく調和をする内容である。

ケロジェンの型からみれば 西津軽沖と鯵ヶ沢の大童子層一赤石層は、男鹿半島

の女川層や船川層に匹敵する石油根源岩と評価される。

有機物の熟成度について、次にみてみる。西津軽沖では、坑井深度の増大にとも

ない、ビトリナイト反射率(R 0 )がはじめは上昇して、舞戸層の基底で0.47%に

達する。しかし、それ以深では、深度の増大にともない、反射率は逆に低下すると

いう異常な変化を示す(表4)。反射率の低下の原因は不明だが、西津軽沖では、

舞戸層以深において、有機熟成作用は石油生成帯の入り口(R 0 =0.ち%)を超え

ていると考えられる。

鯵ヶ沢地域では、ビトリナイト反射率の値は、層序に従い上位から下位へ増加す

る傾向が認められる(図ラ)。しかし、その値はo.29から0.44%の範囲を示し、石

油生成帯には達していない。

鯵ヶ沢地域で同様に測定されたプロトン-核磁気共鳴のスピンー格子緩和時間

(lH-NMR Tdも、層序に従い上位から下位へと指数関数的に増加する傾向

が認められる(図ラ)。このような変化は、続成作用下で一般に認められるもので

ある(秋山-氏家、 198ラ)。

有桟物ではないが、比較のために、珍ヶ沢地域での珪酸Lt1乃の読成交化をみてみ

7 
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ると、意序グ〉よ泣から下{立;こ向かい、オパー A~えからす 1'\ l~ C Tを芝て石英乙交

えLている。また、オパーJvCTのく 10 1 )語毘環の減少む、害17，:こ淀い認めら

れる(毘言)。活設鉱物の読或変化も、典型的に進んだことが明らかである。

五所]1[原と弘前では、ビトリナイト反射率は測定されていないが、 :H-NMR

T1が報告されている。表4の中で括弧の付いたビトリナイト反射率の笹i之、私秋P山

. 氏家 ( 1 ヲ8ぢ)の相関図に基づづ，き、 lH網繍綱欄欄ω網刷叫剛

3為うる。 i奇と寝準で比較すると、再堤接とも、鯵ヶ沢ょっ高い議を来している。高地

域とも、試料採築地点の近くに、諸紋岩等の岩援が分惑しているので、それおの熱

交Eえを受けて、皮射率が異営に高まった可能性があるが、断定はできない。

以上のような分析結果を総合して、有機物の量、型、熟成度の三点から、津軽盆

地の石油模源岩を評価すると、西津軽沖の大章子層一赤石鷹が最も良野な誤源岩と

考えられる。すなわち、法軽盆地においては、盆地中央部村近に分布ずる「女j[f壊J

「始Jr!J誓下部 JJ欝準の泥質岩が、最も脊望な石油援漂岩で怠ろう令

おわ吟に

津軽盆地全体の石油根源岩評情をするには、分析資料がまだ不十分で‘ある。今後

は、分析試料を増やし、調査密度を上げて、より精度の高い根源岩評価に勤めたい。

また、ピトリナイトの皮射率やlH ~MR T1など熟成度の分析には地元にない

大型の語定装置が必要なため、熟成度の分許例は少ない。務、成農の諾授な認定方法

の確立、伊iえば、ピジュアルケロジェン法の悪用なども、静せて進めたいと患って

いる。

i草壁岩試科の探集とう士析には、神宮宏氏に協力いただいた。また、核磁気共鳴の

測定に際しては、北海道大学秋山雅彦助教授、ならびにピトリナイト反射率の測定

に際しては、帝国石油株式会社技術研究所に測定の労をとっていただいた。以上の

々に厚くお干し串し上げる。
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